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要旨荷森平野全休における最終氷期以降の隙境変進史を明らかにすることを||的として，地形・表肺1地質洲査

と，堆積物の屑序・化口分析・年代測定等をおこなった。｜』i森平１１１:には大iI1川がなく，地形は浜堤ﾘをのぞくと全般

に後背湿地が卓越する。沖植層層序は表＃１より最上部泥牌と，上部砂層，’'I部泥肘，沖横l筒下部に区分され，沖械層

下iWj以下は|･llI1l火山起源の火山砕Ｉｉ物により占められる。また,iIlI偵層J1り戊に|ﾘllMfな埋没谷地形は認められなかった‐

これらのことから，大河川がないことと舷終氷期における｜和田火山の火砕流流ドにより，沖積Iw雄底にIﾘl瞭な即没

谷が形成されなかったこと，またそれにより細文海進の時空的広がりが小さかったこと，純文海進後は海岸部に砂州

が形成される一方，内陸部では服地が発進したことなどが|ﾘlらかとなった。

キーワード：青森平野”火山活動，占環境，沖積胴，微地形，埋没地形
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はじめに

背森平野とその周辺には縄文時代の遺跡が数多く分布

し，縄文時代の長期間にわたり各地で大規模な集落が維

持されてきた（青森県教fi委員会，１９９８など)‘，なかでも
どんないｆるや去

三内ﾒL山辿跡は細文時代前期の中頃から中期の終末まで

長lﾘl間にわたる連続的な集落遺跡であり（,牙森県教育庁文

化課,1996,1998)，そのｲド代は約５１００～390()ｙｒＢＰ（約

590()～４３００ｃａｌＢＰ：辻・中村，2001）にわたる”また，

三内丸山遺跡の調査を通じて，さまざまな動柚物の利川の

実態が明らかとなり，遺跡をとりまく蝋境と人瓶の涌励の

関わりを解りlすることが重要な課題となっている（辻ほか，

1994：ILf森県教育庁文化裸，1996,1998など)。さらに，
おおやさ』》〃ノだ

青森平野においては他にも火矢沢１Ｍ、（１）遺跡など各地で，

地下工'|¥の際に豊満な泥炭質堆械物や柚物遺体が確認さ

れ，占環境解明にｲj効な資料を提供している（青森県教育

庁文化課，１９９９；辻，２０()ｌａ；後膝・辻，２０００；Noshiro

eta1.,2002など)◎

遺跡をとりまく環境と人麺の活動との関わりの解明には，

これらの各辿跡における出上遺物の詳細な分析はもちろん

であるが，遺跡を擁する平野全体の環境・生態系の検討が
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必要である。しかし，青森平野全域を対象とした古環境の

復元に関する研究は，これまでほとんど行われてこなかっ

た｡このため筆行らは，三内丸'1'辿跡とその周辺域を含む

青森平野全体における最終氷期以降の環境変遷史を明らか

にすることを目的として，地形・表層地質調査と，堆積物

の胴序・化石分析・ＡＭＳ炭素年代測定等をおこなった。

青森平野の地形については空中写真判読と現地洲査によ

り微地形分ｲ,iの特徴を検討した。表|曹地蘭は既存ボーリン

グデータ．ポーリングコアの収集解析により青森平野全域

の沖積瞬肘序とjll1没地形の分ｲIiを示した“また，既存ポー

リングコアサンプルの堆横物の微化石分析ならびにＡＭＳ

炭素年代測定をおこなった，なお，これらのデータの一部

は久保ほか（2000）と辻（2001h）に公表した。ここでは

これらの資料を川いて，背森平野の地形と堆積物の特質を

lﾘlらかにするとともに，岐終氷期以降の邸境変遷を提示す

る。

青森平野の地形

１．青森平野の地形の概要

青森平野は北側に青森湾（津軽海峡）の平滑な海岸線

がIj形にiIllび，南側には八111田火''1の山雌部が辿る“両ｉ１Ｉｌｌ
だ．いしゃか

は八甲田火''１の火砕物質よりなる大釈迦｢f陵と南北に走る
にｙｊうな..‘

活断層の人内断ﾙｲに接し，一部に海成段｢fが分ｲ|jする。ま
な‐Ｊどまり

た，刺!|lは皇泊半‘I;１７を構成する新鋪二系111地と接する（11ｉ

森県農林部，1982,1983；北村ほか，１９７２)。背森平叫

には津軽平野（洲水川）のように顕著な火河川がなく，北
にった つつみ '）ない

西隅に新'１１川，中央部に堤川，北東部に野内Illなどの'１１

小河川が流れ，Ｔｌｆ森湾へ注いでいるこのように，主要な

河川がなく平滑な海岸線をもつ点より，ｖＩｉ森平野は海岸平

岬の一例とされる（たとえば、洲，2002入しかし，青森

平野の地形を扱った報｛1『は水野硲と堀111級誠による地形

分類図（青森県農林部1982,1983）を除きほとんど行

われておらず，平野の形成史については解明されていない。

近年，三内丸'１１遺跡の立地に関連させて,IoIi橋（1995）は，

青森平野の北部にはかってラグーンが広がり，その後陸化

により三角州帯となったことを予察的に述べている。しか

し，’℃年代と遺物の編年のずれにより，遺跡の衰退とラ

グーンの縮小時期については今後の課題としている。

平野の環境条件とその変遷をとらえるため，空''1写真判

読（1948年米軍搬影，紬尺約1/40,000および１９６２年ＩＥｌ

ｌ地理院撮影，紺尺約ｌ/20,000）により平野全域の微地

形分類をおこなった（|叉'１)。青森平野は以下のような地形

要素よりなる。

ｌ）火111山麓

平野南方には第四紀の安山岩f'r複成火山である八甲田火

'1１（第|ﾉLl細火山カタログ委員会，1999）が'11麓斜１ｍをひろ

げている。これらの斜面はi容岩流や．火砕流，火山麓扇状
こまご曲'，

地などの形成したもので，駒込lllなどがこれらの斜面を|淵

析して谷底低地を形成している”

２）丘陵地（火山性）

平野の州!Iは大釈迦丘陵とよばれる八11｣、火砕流堆積物

(背森県農林部，１９８２：村岡・高倉，１９８８：町川、1996）

のつくる丘陵で，標高は北端部で６０～７０ｍ，青森空港

付近で２００ｍ以上となる。南北方Ｉｈｊに水系が発達する。

３）非火llI性山地

平1111の刺11||は夏泊半島へ統〈奥羽山脈の延長で，新第三

系の堆積岩と火成満よりなる（青森県農林部，1983)。平

野との境界ではIllllAllは出入I)に篇む．

４）台地・段丘
おきだて

沖館台地が，TIf森市街地の南西ﾉﾉからIILi方にかけて，’'１

衛隊青森駐屯地，旧運動公|東|付近から奥羽本線新青森駅
つがるしんじよう

～津軽新城駅にかけて，「f陵の麓に分布する。三内霊陸|や

平liYillJ1地付近はﾊlil辺より向く高位|m，青森駐屯地から新11ｆ

森駅付近は中位面，奥羽本線の北側は一段低〈（標高１０

ｍ以下）低位面とした。三|ﾉ､l丸'11遺跡は肖森駐屯地とは小

さな開析谷を隔てるが同一の中位I'i上に位i門する。

これらの台地・段丘のうち，「'１位面としたものはもっと

も分布が広く，青森駐屯地付近では標高１０～２０ｍであり，

雌終間氷期の海成|、とされる（行森県農林部，1982)。

５）扇状地

平野四緑部の新H1川は大釈迦丘陵を開析して青森平野北

1凡i端に半傑２～３ｋｍのい』状地を形成する。また，平野火

縁部の野内川沿いにも同様の小規模な扇状地が広がる。こ

れに対し，堤川・＃(ﾘ込川は|ﾘl瞭な扇状地の地形を持たない、

６）自然堤防

平野を北流する堤川・駒込川沿いにはIll､広くIﾘl脈な自然

堤防がみられる。これらの''1然堤防は砂牒などの洲粒堆破

物よりなる。これらの背後には網状流的な旧河道パターン

が分布するものの形態はｲ<明瞭で，新田川や野内川などの

扇状地の特色とは異なっている。

７）砂州・浜堤

青森平野は海岸部に幅約１ｋｍの範洲で数列の砂州（浜

堤）が分布し，内附則には後背i1,,1地が卓越する”これらの

砂州は海峠部に少なくとも３列認められ，県庁・市役所の

Iiliする|玉|道７号線の南側のものが最も南11'1に位riし，Ｉ脈も

広い。砂州頂部の標高は約３ｍである。

８）後背111,1地および三角州‘性低地

浜堤列の南側は，上述の駒込川・堤川柵いの|'|然堤防を

除くと低平な低地1ｍであり，後背湿地および三角州性低地

とした。特に平野中央部のｉｉｉ森環状道路（圧|道７号線バイ

パス）沿いは軟弱地盤が卓越し，場所により建物のｲ<等沈

下なども生じている。平野東部とIfi部には，山脚の間を埋
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青森平野の沖積層層序

青森I|i教育委幽会・ili森ﾘ１１:lを木部・ＩＲ|｣:交辿符・'1本道

路公Ｍ等より，約１６０ヶ所分の・次資料（柱状図）なら

1．青森平野の地質断面図

TIf森平1Vの沖柚1Ｗ胴序は，雌上部泥用（ＵＭ）と，上

部砂層（ＵＳ)，’にl1iWI泥Ｉ､イ（ＭＭ)，ｉＩｌ１械層l､f部に区分され，

沖間禅下祁はi;に火|||砕li1i物により占められる。地fT断面

は海岸線とほぼ平行な東IﾉLi断Iiliとして，海岸付近の市街地

を辿るもの（断ｌｍＡ－Ａ')，｜ﾉ､11唯側のl1il道７り．線バイパス沿

いのもの（断ｌｍｃ－ｃ')，およびそのLlll川（断ｌｍＢ－Ｂ'）の計

３本と、八111|｢1111麓から海岸に至る南北断而を，平野西部

(断ｉｍｘ－ｘ１）と平ﾘ帆部（断ｌｍＹ－Ｙ'）の計２本にそれぞ

れ周辺の柱状図を投影して作成し，沖積層肘序の対比と空

間的変化に関する検討をおこなった。

⑨

｡

●

、

雌終氷期以降のI¥森下|Ｗの環境変進史（久保純子ほか）

堂青森湾
｡

寵

中館川Ｘ～へザ、
Ｙ｡

｡

IL4

hO’

芋÷擬声二f』
;ソ縞；、 ＧＺ
●ゆ

Ａ
庁

K卿iIi 詞《蝋iＩノ

労鐙
一／窪Ⅱ

Ｘ１

鍵；
零

びに約４００ヶ所分の細集資料を人手し，地面断面図作成・

沖横屑暦序|Ｘ分をおこなった。ボーリング盗料は県|量水部

と巾教育委員会所ｲjの一次浅料（地盤調査報告書の柱状

図）７８本と，国上交巡行の資料２６本，Ｌ1本道路公I､jlの資

料５５本のほか，リ,!:の細集資料約３００本および深井戸資料

約１００本を人手した。柱状図のほか、ボーリングのコアサ

ンプル１０ヶ所分を人手した。
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めるように袋状の湿地が連続する。

弓大釈迦丘陵

/'"Zｸﾗ

1１

２．青森平野の地形の特徴

青森平野の地形は．津軽平野のような火河川下流部の

沖積平野とは災なり，海岸部に浜堤ﾘが発進し，内陸側に

低湿地が広がるという点で海岸平野の特色を持つ。ただし，

堤川・駒込川など中小河川沿いには|ﾘ川かつ人脱棋なｎ然

堤防が発達し、流送土砂が多いことがわかる。また，現河

道周辺に網状流路跡も多数認められる“これらのi''1川は八

甲111火山起源であり，比較的多Ｍ:の土砂を流送するためで

あろう。このほか，溺状地性の地形は平111北lLi部の新Ⅱllll

Wiいの地域と平野北東冊|Ｉの１１Ｍ川沿いに認められるが，い

ずれも規模は小さい。

これらのことから，ｉｌｆ森ＴＷはｉｉｉ純な「海片い|Ｗ」とは

異なり，海岸部の浜堤ﾘと中小iⅡI川の|'|然堤防が発達し，

全体に低平な「後背湿地的な1Ｗ」ということができる。
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県庁を通る南北断面X-X’
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二内丸'11辿跡を辿る断|、（B-B）では、上部妙暦は１(）

～１５ｍのl1jIさで分ｲliするが，表胸部には数ｍのシルト

層や腐植l:＃‘|などの昨成ｌＷがみられ，これを「鮫上部泥

I曾（ＵＭ)」とした‘，この肢l畠部泥IIYiは東部でややｌＩｊｌ〈なる。

中部泥牌は平野1ﾉLi部でI仲ＩＩｊ１Ｓｍ以1､｡と薄く，東部ではほと

んど認められなくなり，そのド位には火111砕屑物屑が広く

認められる。

３）東西断Ｉｍｃ－ｃ’（似１２）

’五l道７号･線バイパスに沿う断lili（Ｃ－Ｃ'）では，地表部

←

図Ｚ青森平野の東西断ＩｍＡ－Ａ'，Ｂ－Ｂ'，ｃ一()'、断面位|間は図ｌ参照．地質凡例；ｌ：イイ機物・腐柿土，２：只化石，３：シルト・

粘上，４：砂，５：火''1灰・聯ｲi’６：砂牒，７：ｊｌＩＬ盤珊，８：凝灰器・溶淵．ＵＭ：最｣部泥肘，ＵＳ：上部砂屑，ＭＭ：中部泥屑．
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図３１‘f森平111j；の|櫛北断ＩｉｌｉＸ－Ｘ',Ｙ－Ｙ'、断面位iifiは図ｌ参照.地両凡例は|叉'２参照．

を伴う場合が多い。

２）東西断IｍＢ－Ｂ１（似'２）

二内丸'11世跡を辿る断1ｍ（Ｂ－Ｂ）

ｌ）東西断面Ａ-A’（図２）

’1A庁付近を通る断１ｍ（A-A'）は．海岸線より約１ｋｍ

内陸側に位iifiする。平野の束端部を除き，炎屑部には約

１０ｍの厚さの砂＃1が一様に分ｲ|iする“この砂Ⅳ'iはＮ価

101ﾉ､l外で典般片を含むとの記赦がしばしばみられ，「上部

砂肘（ＵＳ)」とした。｜郡砂l↑０１の下位には11般片を含む|甘

厚ｌＯｍ以~|､.のゆるい(Ｎ１ＩＩｉ５以下)シルト|『が分布し,｢中

部泥l『イ（ＭＭ)」とした。その1,.位には「浮石」「火山灰

砂」などと記赦される火'１１砕I1i物|↑ｲがほぼ企liliに認められ

る。火''１砕屑物の層厚は数～１０ｍであり，部分的にＮ価

が５０以上に達する。また、堪底に腐柚上や「埋木」など

上部砂層は１０
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図４青森'|j大野におけるボーリングコアの珪灘分析結果．●は試料採取位慨，○は'℃年代iⅢ定試料（貝化石）採取位ii',1．環

境指標群は小杉（1988)，安藤（1990）にもとづく．

約１０ｍが腐柚土屑やシルト胴など蚊上部泥胴が分布し，

境川や駒込川など河川沿いには牒層も分ｲ|jする。その下位

には'２部砂牌も中部泥臓も認められず，火山砕I1i物屑が全

面にみられる｡この火''1砕屑物ﾊりは多くの地点で巾位に｢腐

植土」あるいは「埋木」を伴い，それぞれ１０ｍ内外の屑

厚で２屑に区分される”

４）南北断ｌｍＸ－Ｘ’（図３）

県庁を通る南北断Ⅲ（Ｘ－Ｘ!）では，海岸部でみられる

上部砂層ならびに｢'－１部泥層が内陸へlfIlかって尖減し，その

代わりに最上部泥牌が厚くなる。現海岸線付近における火

山砕Ii物層l川高度は-20ｍ以下であるが，内陸側へ|ｈｌ

かって次第に高くなる。ただし平野南端部は堤川の扇状地

のため表屑部に篠がみられ，火111砕屑物が薄い。この部分

は堤川により上部が侵食されているものと思われる。

５）南北断IｍＹ－Ｙ１（図３）

Ｘ－Ｘ１断而の東側で火矢沢ＭＨ（１）遺跡を通る南北断

面（Y-Y'）でも上部砂層・'１１部泥層が内陸に|Alかって尖

減し，代わりに最|菖部泥層が厚くなる様子が認められる。

火''1砕屑物|剛面面商喚は平野の内陸側（南部）に向かって

高くなるが，八甲田火111麓斜liIiとは不幣合の関係である。

２．ボーリングコアの分析

１２野中央部の青森||i大字火野（図１の●印）において採

取されたボーリングコアの珪藻化石分析をおこなった（図

4)に，この地点の|曾序は地表から深度６．１ｍまでが埋土や，

シルトおよび粘土，細砂および粗砂などの軟弱層（雌ｋ部

’州）で，６．１～１２．９ｍが細砂～Wl砂（上部砂層)，１２．９

～１５．７ｍが砂質シルト（中部泥屑)，１５．７ｍ以深は火砕

物屑となる。中部泥屑からはヒメシラトリ近似の海棲の軟

休助物化ｲ号iが認められた。

雌藻分析の結果，地表から６．１ｍまでの最上部泥肘か

らはｃｙ"76eﾉﾉαＣ／Ｓ１Ｗ/αなど淡水沼沢湿地指標種が，６．１

～１２．９ｍの上部砂層の上部からはりゆﾉ()"e/ｓｇﾉﾉﾉﾉ)"cα

など陸域指標種やＡＣﾙ77α"ｵﾙ２Ｓﾉα"“o/”αなど中～下流

性111川指標極が認められた『:一方'1'祁泥脚下､|郡からは，

COSα"od/Sα/Ｓ〃7αﾉ．gﾉﾉ7ａｍｓなどの外洋指標極や，Ｆｈﾉ”/ａ

ｓ"ﾉＣａｔαやＴﾙα/αssj｡s”ｏ“""伽など内湾指標種が認め

られ，「|可部泥屑（の下部）は海成瞬であるといえる。なお，

環境指標群は小杉（1988）および安藤（1990）によった。

さらに，ＡＭＳ法（名古股火学）による軟体動物化石の

放射性炭素年代測定の結果，中部泥層Ｉ宣部（深度１３ｍ）

の貝殻（ヒメシラトリ近似）は６０６０±ｌ４０ｙｒＢＰ(ＮUTA‐
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雌終水lﾘ|以降の青森平野の蝋境変遷史（久保純子ばか） 1３

6951),下部(深度１５ｍ)のＵ殻は7200±140ｙｒＢＰ(NUTA-

6952)であり，それらの鮫ＩＩｉ年代をMacCALlB5､0.1プロ

グラム（Stuiver＆ReimCl31993）およびlNTCALO4の

海産試料用データセット（Hughenetal.､2004）を川いて

求めた‘，その際海洋の炭素リザーバ効果のうちローカル

な効果（△Ｒ）は０年とした。鮫１１１年代およびその確率は

それぞれ6640-6330ｃａｌＢＰ（100％)，7820-7550ｃａｌＢＰ

(100％)であった(桃')。

青森平野の沖積層と埋没地形の特徴

収集したボーリング資料の検討の結果，’』f森平野の沖積

層は表肘から最上部泥層（ＵＭ）と，上部砂屑（ＵＳ)，中

部蹴り（ＭＭ）からなり，それ以下は火l-ll砕府物が広く分

布することが明らかとなった。

平野の|櫛北断而|叉lでは，平野の北部（海岸部）において

１部砂l凶がかなり厚く，青森市街地1,11辺では|曾厚１２ｍ前

後となる。いつぽう平野南部（内陸部）では上部砂肘は認

められず，娘上部泥層が厚くなる，

関東平野や濃尼平野の上部砂胴は，利根川水系や木曽

川水系などの大規模な河川が内湾にデルタを前進させて形

成されたものである（井|)M，１９８３：海津，１９９４など）が，

青森平野に発達する|一部砂瞬はこれとは性格が異なり，層

相や分布の特徴から，浜堤の構成１脚であると思われる，こ

のことは内陸側へ尖減することと，珪藻分析より淡水成指

標種が認められたことなどから推測され、海津（1994,Ｐ、

154）のバリアータイプの低地の海岸部の特徴に一致する，

海岸平野としての特色が明瞭な駿河湾岸の浮烏が原や

仙台平野の沖積肘と比較すると，浮脇が原（松原，1984,

1989）では，沖械胴は主として海成砂牒胴とそれを似う泥

炭層よりなり、上部砂屑や中部泥1Ｗに相当する部分はみら

れない．一方，仙台平野（松本，1981）では'二部砂l仲に

相当する厚い砂IIYiがあり，内陸側に向かって薄くなるﾉ‘I,〔も

11『森平野と類似する。

青森平野の111部泥層は全般に薄く，海岸部の青森巾街

地でも肘厚１０ｍ程度に過ぎない。ＩＩＩ部泥肘は海岸から３

kｍ付近の内陸側で尖減し，上部砂胴あるいは最上部泥層

が下位の火山砕ﾙｲ物を直接覆うように見える”平野111部に

おけるポーリングコアの分析の結果，中部泥牌から外洋お

よび内湾指標樋の珪藻が検出され，海進堆械物であること

が確認された｡またそこに含まれる只化石の年代も６４()()-

7600年前（較'E年代）をﾉj〈した。

東京低地や濃ld平野の場合は巾部泥層の牌厚は海岸付

近で３０ｍ近くにもなり，軟弱地盤を形成する（Matsuda，

１９７４：沖関，１９８３など)。lT1様に．イ|||台平野でもljI1武隈

川下流部では２０ｍを越える（松本，1981）が，Ｉｊｆ森平

野の場合は海岸付近でも１０ｍ程度と薄い。このことは縄

文海進の時空的広がりが限られていたことを示す”すなわ

ち，中部泥屑の示す縄文海進の範囲がさほど広くなかった

こと，そしてそれは海進に先f/:ち大規模な埋没谷が形成さ

れなかったことも意味する。

中部泥胴の下位には濃尾平野・Ｉ州〔平野・仙台平野など

でみられる沖積瞬の下部咽（下部砂泥層・基底篠屑など）

に､ｌ１たる部分は認められず.平野の広範囲で「浮石」や「火

''1灰砂」などと記城される火山砕屑物が認められる。この

火''1砕ｶｻ物の層厚は１０ｍ前後で,下位に｢腐械土｣や｢埋木」

をともない，その下位にさらに火111砕屑物が分布するとこ

ろもある（C-C'断而)。上位の火|｣|砕屑物は大矢沢１１佃

（１）遺跡における蛎頭観察において，以下に述べるように

|和|+'八)了火砕流堆積物（'11川ほか，１９７２：Hayakawa，

1985：HlIlI1・新井、２００３：Tb-H）であることが確認された。

火矢沢l1jf田（１）遺跡は汀横内川遊水地造成に伴うMIl削

－１旦半で発兇され，細文時代前期を中心とした辿物と．ｌｌｌ石

器時代および縄文時代の顕苦な埋没林群（Ｎｏｓｈｉｒｏｅｔａ1.,

2002）をともなう．遺跡は平野南端部の横内川扇状地上

に位置し，扇状地1ｍ下１．５ｍには「牒石質凝灰岩」（厚さ

約１ｍ）および「埋没樹」（12,380±ｌｌＯｙｒＢＰ）が確認

され，この「凝灰肋は山1１（1999）により十ﾛ田八戸火

砕流堆穣物に対比されている。また．十和Ⅱ'八戸火砕流堆

砿物により、直接埋没したj:''1没林からはモミ属Ａ６/esや，カ

ラマツ届Ｌ”jx，トウヒ届I〕/“α等が確認され（後述)，こ

れらは火砕流によ')十和H-lカルデラとは反対側にあたる北

～北北ILiﾉj向に'11かつて倒れて埋没したようすが認められ

た（辻，2001a)。このことは八戸火砕流は一次堆積物とし

て青森平野に到達したことを示す。

｜･和H1八戸火砕流・八)『テフラ（Tb-H）の噴出年代は

14.5-17ｋａ（暦年）の最終氷期末期とされ、八戸テフラの

体積は約５０ｋｍ１，最大到述lI1lI離は約１００ｋｍで，現征の

十和田カルデラの人部分を形成した（Hayakawa，１９８５；

ｌｌＩＩ田・新井，２００３)。火矢沢野'十Ｉ（１）遺跡での観察によ

り，八戸テフラは火砕流として青森平野まで到達したこと

がわかる。また，八戸火砕流堆積物AL底の地形は最終氷期

末期の青森平野の地形を示すことになる．東京低地や柑模

||｢|､.流低地などではこの時11ﾘlの海Ilfli低下により顕著な埋没

谷地形が形成されたが（Matsuda,1974:久保、１９９７など)，

11f森平Ⅲiでは八戸火砕流堆砿物と考えられる火111砕屑物が

1え野の地ドのほぼ全而に北へ向かって深度をjＷしながら広

範に分布する。火|||砕屑物１Ｗには火砕流の二次堆積物が含

まれる''１能性もあるが，いずれの吻合もその下付には|ﾘlllMf

な谷地形は認められない。このことから，，‘f森平野では岐

終氷期末期に顧著な谷地形が形成されなかったことになる，

ボーリング柱状Ｍによるｃ－ｃ断１ｍでは．’''1没林をはさ

み２枚の火砕物肘がひろく分布する。大矢沢野田（１）遺



1４ 柚生史研究 特別第２号

跡でも扇状地而下約５ｍにもう一枚の「軽石質凝灰岩」

が認められ，ｌｌｌｌ－１（1999）はこれを|和'１１大ｲく動火砕流に

対比した。先述のように八j~i火砕流堆積物下位に顕蒋な谷

地形が形成されなかったとすると，下位の火砕物は卜和'二Ｈ

大ｲ<動火砕流（Tb-Of）堆積物の可能性がある。人不動火

砕流は八戸火砕流と同程度の体積と分布lIiTi積を持ち，噴火

年代はおよそ３２ｋａよりやや古いのではないかと拷えられ

ている（|I1IIll・新井，2003)｡

以上のように，青森平野の沖積屑於庇には関火平野や濃

尼平野（井関，1983:海津，1994)，あるいは津軽平野（海

津，1976）などで認められる埋没谷地形がみられず，また

海進堆積物である中部泥隅が貧弱であること，上部砂層が

海岸部で厚く内陸側で尖減するなどの特色があることがわ

かった。

このような青森平野に兄られる際立った特徴がもたらさ

れた原因として，青森平野にはとくに人河川と呼べるもの

がなく，海岸平野の特色を持つことと，周囲より火山砕屑

物が多量に供給されたことを挙げることができる”後者は

特に，平野州!|lに接する八11]田火山山麓部をはじめ，ハ!il辺

の山地や丘陵堆積物には火砕流堆械物など火山砕屑物が

多益に含まれること，および平野地下においても十和田八

)｢火砕流と，さらに十ﾉ|ﾐlllH大不動火砕流堆積物が分布する

可能性もあることなどから指摘される。青森平ﾘｉには火'１１

起源の砕屑物が掃流物質として多並にもたらされ，それら

が平野の埋械に大きくかかわっているのであろう，

青森平野の古環境変化

微地形分ｲiiや，沖積胴岬序と堆積物分析，平野における

辿跡の分布，および既往研究における花粉分析などにもと

づき，青森平野の環境変化の復元を試みる（図５)。

岐終氷期の後半の32,000年前よりやや前に，｜･和田火

'11を給源とする大不動火砕流が青森平l1lfにまで逆した可能

性がある。その後，約15,000年前に|･和田八戸火砕流が

青森平野に流下した。火砕流堆積物は平野の地下一面に分

ｲIjすることより，当時の地形は比較的平坦な傾斜地で，現

在の陸奥湾沖合まで延びていたと想定される。

平野南部の大矢沢野'1１（１）遺跡では三つの肘準の埋没

林が確認され，青森県教育庁文化課（1999）と，後藤・

辻（2000)，辻（2001a)，Noshiroetal.(2002)は下位の

ものよりそれぞれ埋没林Ａ，Ｂ，Ｃと名付け，ＡとＢはそ

れぞれ旧石器時代Ｃは純文時代のjjl1没林とした。

最下位の11M没林Ａは扇状地性堆械物中の泥炭岬であ

り，泥炭Iri‘|中のトウヒ脳バラモミ節の球果からは23,310

±ｌ６０ｙｒＢＰ（Beta-134975）の年代iIIiが得られた（後藤・
辻，2000)。また，この泥炭層からはその後，姶良丹沢テ

フラ（AT）を確認した（辻，未公表)“埋没林Ａの上位に

は，十和｢''八戸火砕流堆積物と，それによりiH接埋没した

埋没林Ｂが確認された。埋没林Ｂからはモミ屈A6jes，カ

ラマツ属Ｌαγ/x，トウヒ届Pjcea等が確認され，これらは

火砕流によって倒れてj'M没したようすが認められた（辻，

2001a)。

以上より，大矢沢野川（１）遺跡周辺では25,000～

23,000年前岨，トウヒ脳とカラマツ鵬を主とし、モミ属を

随伴する（ヒメバラモミ，グイマツ，チョウセンゴヨウ等

を含む）森林（埋没林Ａ）が広がったが，１５，０００年前頃

の八戸火砕流により森はｊｌＭ積されたことがわかった。この

ときの火砕流により直接埋没したものが埋没林Ｂである，

埋没林ＡとＢの構成樹樋はほぼ同様であり，青森平野川

辺では最終氷期後半の同位体ステージ３から２にかけて，

』,!‘在中部地方の亜高山柵，あるいはサハリンからシベリア

にかけてみられる北方針葉樹林のような森林が分布してい

たと想定される（辻，2001a)。この時代の海水準は現在よ

りlOOmIjii後低下していたが（たとえば久保，1997)，青

森平野では大河川がなかったため，海水準低下期にも海岸

部に明瞭な谷地形が形成されなかった。

大矢沢1ＭＨ（１）遺跡では，埋没林Ａ・Ｂを含む堆積物

を削りこみ，縄文時代前期中頃の辿物を包含する順数１０

ｍの埋没谷（｢縄文の谷｣）が兄''1されたに,埋没谷の中では，

およそSOOO腰,鰯‘(S800calBP:辻･中村.2001）に降
下した十lllIl中諏テフラ（Tb-Cu）の直上に遺物が認めら

れた。また，谷の基底からは縄文時代１，１期前半代と想定さ

れる上器川･が出I堂した（11f森県教fj:庁文化課，1999)、こ

の「縄文の谷」内で認められたのが埋没林ｃである。「細

文の谷」の成因については直接の証拠は認められていない

が，八戸火砕流堆積物を削り，完新世初期までに形成され

たものと推定される。完新世初期に侵食が活発となり谷が

形成されたものの，その後は内陸部の湿地化がすすみ，「細

文の谷」は埋積されたのであろう”

後藤・辻（２０００）は，「縄文の谷」を埋積する約６ｍの

泥炭質層の花粉分析結果を以下のように報告した。６０００

ｙｒＢＰ(4900ｃａｌＢＣ)皿よりS０００ｙｒＢＰ（3800ｃａｌＢＣ）

前後までブナ属Ｆａｇ"s・コナラllli属Ｑ"e7℃ﾙﾉSsubgcn．

L”jdIo6α/α""Sが優勢な落葉広葉樹林が成立しており，そ

の後450()ｙｒＢＰ(3100CalBC)前後までクリ届Ｃａｓｒα"eα・

ウルシ届Ｒﾙ"sの林が拡大する。このクリ林の拡大は人為

によるものと考えられる。４ＳＯＯｙｒＢＰ前後からクリ偶やの

林は縮小し，コナラjM堀やトチノキ価Ａｅｓａﾉﾉﾉﾉsを主要素と

する林が拡大するが，これは気候の冷涼化によるものと考

えられるその後再びブナ属が１Wﾉ川し，谷中にはハンノキ

胴Ａﾙ7"sやトネリコ属lqmxi""sからなる湿地林が広がった。

以上のような縄文時代における柿生変化は，平野西部の

三内丸山辿跡における変化ともよく対応する。－１内丸山辿
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跡周辺においても，縄文時代前期''1雌まではコナラIlli属が

優占し，ブナやカエデ脳を伴う落災広葉棚林であったもの

が，人類の居住とともにクリがjW力Ⅱし，純文時代Ｉ'1期には

トチノキが顕在化した（辻，1996)。

縄文海進期には，先行する谷地形の形成が貧弱だったこ

とや，周囲からの砕屑物の供給の影稗もあり，海進は現海

岸線から約３ｋｍ内陸までの範ljllにとどまり，またその持

続期間も短かった。海岸線から約２ｋｍ内陸の大野におけ

るボーリングでは中部泥IIYiの'1』〔さは３，判で，珪瀕分析の

結果，lLl｣部泥1首下半部からは，Ｃ()Sc/"o(ﾉﾉSα/Ｓﾉ"αrgﾉ"α“Ｓ

などの外洋指標稲や肋/αr/ａｓ"/α”やＴﾙ‘7/αssjos”ｏ“r‐

r"”など内湾指標極が認められ，またヒメシラトリ近似の

海棲の1敗体動物化石も認められた。ＡＭＳ法によるl炊体動

物化石の放射性炭素年代測定の,'i染，’'１部泥府1,部の貝

般の年代は7820-7S50calBP、刷りの貝般の年代は6640

-6330ｃａｌＢＰであった。

海岸部では上部砂層の水す砂州の形成か比較的iIl〈から

継続したのに対し，内陸部では雌ｋ部泥IＩか11,1〈，ハ'1地の

環境が統いた。砂州の形成年代に関する資料が入下できな

かったが，砂州に隣接する肯森11illll-畠１．|｜には縄文時代前
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期の遺物散布地がある（Ilf森県教育委員会,1998）ことから，

比較的l1Lい時Ｉﾘlに砂州が形成されたものと考える。

三内丸山遺跡の位満する段丘は雌終間氷期の海成面に対

比され，平野に接する束端部には|I'〔線的な段丘崖が認めら

れる。この崖は現海岸線から約３ｋｍ内陸に位置し縄文

海進妓大海進時の海食雌とみられる。一方三内丸山遺跡北

側の沖館川低地は溺れ谷状の小刈谷であるが，沖積|筒は

砂質堆ｆｌｌｉ物が'十i越し，海進堆積物は認められなかった三

内丸'''遺跡のｲド代は約５'００～３９００ｙｒＢＰ（約５９００～

4300ｃａｌＢＰ：)上．''1付，２()01）にわたり，当時は縄文海

進のピークが過ぎ，海岸部には砂州が形成されるとともに

内陸側がilIlI地化していたものと思われる”三内丸山遺跡と

当時の海岸線とのＭ棚ははっきりしないが，三内丸,|I遺跡

東方の入野におけるボーリングコアの分析によれば，中部

泥層上部は淡水生のＨ柳がiﾐ体となることより，海岸線は

かなり後退しており，砂州の内111'1に湿地が広がっていたと

考えられる。

海岸砂州の内陸側のi1,,1地は，微地形分布の状況から，堤

川や駒込川など''１小河川が比較的多景の物質を運びながら

埋め立てを行ったものと思われる。平安時代には海岸部の

図５１１『森平野の地形変逃lxl．’：lll地・「f陵地，２：八ﾉ丁火砕流堆積１，，３：扇状地，４：ｉｌＩＩ川および'21然堤防，５：砂州，６：測

地．Ｐ：リi1:庁，Ｓ：言内丸111辿跡，ｏ：火矢沢1l1illl（１）辿跡．

、

謝！

、
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砂州上に集落（沢川遺跡）が認められるとともに．内陸l11ll

微高地上（小柳辿跡）にも遺物が確認されており（青森県

教育蚕Ｈ会，1998)，現在の地形に近い状況であったと推

測される。

おわりに

本稿では青森平野の地形・環境変進史について，微地形

分布と，沖積層１W序，堆祇物の分析，遺跡データ等から総

合的に考察を行った結果、妓終氷期の|和|+I火山の火砕流

による哩積と大河川がないことにより沖積牌下に明瞭な＃１１

没谷が形成されなかったこと，またそれにより細文海進の

時空的広がりが小さかったこと，海岸部に砂州が形成され

る一方,内陸部では湿地が発達したことなどが明らかとなっ

た。これらの成果は，三内丸山遺跡の時代に，遺跡の位間

する沖館台地直下まで海岸が迫っていた（遺跡に設世さ

れたジオラマなど）とする予測とは異なる環境を示唆する。

三内丸''1遺跡の時代の周辺地域を含む生態系復原など，今

後の青森平野における詳細な古環境解析に本研究を継統さ

せてゆきたい。

謝辞

本研究は国立雌史民俗|#物館受託研究・青森県三内丸

山遺跡特別研究「三内丸山遺跡における人と自然の交渉史

Ｉ．Ⅱ」の助成を受けて行った。青森県教育庁文化課には

多大なご協力をいただき，また，ｉｌｆ森県土木iWI，青森市教

育委幽会，国土交通省青森工事事務所，Ｈ本道路公lJlには

ボーリングデータのご提供をいただいた。名古屋大学のI|’

村俊火教授にはポーリングコアサンプルの'℃年代測定な

らびにlNTCALO4による較正についてご助力いただいた。

さらに，調査にあたり中村俊夫，津村宏臣，伽呆岳二の各

位にご協力いただいた。｜1M係各位に心よりお礼申しあげた

い。

注ｌ）ｌ４Ｃ年代価は，１℃の半減ﾘﾘlとしてLihbyの半減

期５５６８年を用いて算出し，西暦１９５０年から遡った年数

で示した”また，０'3ＣＰＤＢは未測定なため１１の標準値

0.0%･を川いて炭素|可位体分別の袖'1を行ってある。誤差

は１標準偏差を示す。MacCALIB5､0.1プログラムおよび

INTCALO4による'佼止年代値は，測定誤雄に雌づくI州イド

代範'111（１標準偏差）とその確からしさの確率（１標準偏

差内での）を示し，較正I緋年代はI凡iI杵１９５０年から遡った

年数で示す。
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